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積考証のもとに、宗達の画業とりわけ彼が本領を発揮した作品の造形性に注目することでその特質を見
極め、中世末から近世初頭の絵画史上に果たした宗達芸術の役割・位置づけを試みた意欲的な論考であ
る。 
 「舞楽図屏風」については、当時の古典復興を背景として既に土佐派狩野派によって多数描かれてい
た舞楽図の図譜的な役割・構図を一新し、演目・舞人を限定して二曲一双の画面上に造形効果を主眼と
した構成に纏め上げ、古典的規範を脱却して自己の表現を確立したことを論じた。狩野派などの先行作
例などの調査も行き届き、また制作背景として、当時醍醐寺では途絶えていた桜会に合わせて演じられ
るべき舞楽の復興を願った義演を追悼する後継の覚定による注文ではなかったかとする文献史料に基づ
く試論と合わせ、審査会では高く評価された。 
 「源氏物語 関屋・澪標図屏風」については、特に背景が先行源氏絵大画面の定型を受け継ぎながら
も、関屋図が澪標図にあわせてあとから構成されていること、それもあって左右隻の相似や対比に特色
を示すこと、また屏風配置法にもふれて左右入れ替えも可能との従来からあった論を補強した。 
 次いで金銀装飾と中世やまと絵屏風の再生の観点から「槇檜図屏風」「松島図屏風」を論じ、金銀装飾
技法の活用や、やまと絵の山水・浜松図の系譜上の位置づけなど両作品にみられる中世やまと絵の古様
な表現に焦点をあてたうえでその特質をさぐり、従来問題とされてきた諸点に新たな論を提起したが、
金銀装飾の古様性についてはさらなる考察が求められると思われる。 
 宗達の水墨技法で著名な「たらしこみ」については、まず「蓮池水禽図」の優れた表現を的確に分析
し、その中国における起源と宗達の達成した新境地を明らかにしたのち、室町時代以来の雲龍図の系譜
を概観し、たらしこみを多用した宗達の「雲龍図屏風」が、龍をとりまく空間や大気の表現を目指した
主題や造形的特質を指摘すると共に、その傾向は宗達の時代江戸初期の一般でもあったとして美術史上
に位置づけた。 
 最後に「風神雷神図屏風」を論じ、主題や構図を仏画の千手観音二十八部衆像に依拠すること、その
特色ある風神雷神の像表現には養源院の宗達筆杉戸絵の構成構図さらにはたらしこみを併用した独特の
描線が見逃せないとして両者の関係の深さをあらためて強調し、二神を二曲一双を最大限に活用した画
面に収める比類ない造形性や、空間表現に優れた効果を添えるたらしこみの雲にも宗達の工夫が凝らさ
れていることなどを指摘している。 
 以上のように本論文は、彼の画業全体を見据えながら、屏風絵諸作品の造形性を徹底的に追求し、典
拠となった先行作例の主題や構図、モチーフを強く意識しつつ自己のものへと取り込み改変して彼独自
の解釈による画面形式上に展開していったとする新たな宗達絵画論を提起したものとして、独創性とし
かるべき完成度が認められ、博士論文にふさわしいものとするに至った。 
 
